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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 央 部 に 第 １ 中 空 （ １ １ ０ ） を 有 し 、 デ ィ ス ク （ d i s k ） 形 状 で あ る ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） ；
　 前 記 第 １ 中 空 （ １ １ ０ ） と 連 通 す る 第 ２ 中 空 （ ２ １ ０ ） を 有 し 、 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ）  
の 上 面 （ １ ２ ０ ） と 下 面 （ １ ３ ０ ） か ら そ れ ぞ れ 延 長 形 成 さ れ た 支 持 台 （ ２ ０ ０ ） ；
　 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） の 下 面 （ １ ３ ０ ） に 装 着 さ れ る 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ v a n e ） （ ３ １
０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ ） ； 及 び
前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） の 上 面 （ １ ２ ０ ） に 装 着 さ れ る 複 数 の 第 ２ ベ ー ン （ ４ １ ０ 、 ４ ２ ０  
、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ ） ； を 含 み 、
前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３  
８ ０ ） は 、 前 記 本 体 （ １ ０ ０ ） の 中 央 部 を 回 転 中 心 と す る 半 径 方 向 か ら 所 定 の 角 度 （ α ）  
だ け 偏 心 し た 状 態 で 前 記 本 体 （ １ ０ ０ ） に 装 着 さ れ て お り 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １  
０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ ） の 半 径 方 向 の 遠 位 端 の  
間 の 距 離 は 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０  
、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ ） の 半 径 方 向 の 近 位 端 の 間 の 距 離 よ り も 長 く 、
　 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８  
０ ） は 、 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） と 垂 直 な 曲 率 で あ る 第 １ 曲 率 を 有 し て 下 側 へ 延 び る 上 段 部 と 、  
前 記 上 段 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ 曲 率 と は 異 な る 第 ２ 曲 率 を 有 し て 延 長 さ れ る 下 段 部 と 、  
を 含 む 、
　 発 酵 槽 用 破 泡 器 。

請求項の数　10　（全11頁）　最終頁に続く
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【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、
３ ８ ０ ） が 、 前 記 支 持 台 （ ２ ０ ０ ） か ら 一 定 間 隔 に 離 隔 さ れ て 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） に 装  
着 さ れ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、  
３ ８ ０ ） の い ず れ か の 第 １ ベ ー ン が 、 隣 接 し た 他 の 第 １ ベ ー ン と 等 間 隔 に 離 隔 さ れ て 前 記  
ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） に 装 着 さ れ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、  
３ ８ ０ ） が 、 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） の 径 方 向 に 形 成 さ れ 、 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） の 径 方 向  
と 垂 直 な 方 向 に 一 定 の 高 さ を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、  
３ ８ ０ ） の 下 段 部 が 、 曲 面 を 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 所 定 の 角 度 （ α ） が 、 １ ０ ～ ４ ５ 度 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） が 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 分 離 結 合 可 能 に す る 分 離 結 合 部 を さ ら  
に 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、  
３ ８ ０ ） の 下 段 部 の 長 さ が 、 前 記 ボ デ ィ （ １ ０ ０ ） の 径 方 向 に 行 く ほ ど 長 い も の で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 含 む 微 生 物 発 酵 槽 で あ っ て 、
　 発 酵 の 対 象 物 質 が 収 容 さ れ る 容 器 ；
　 前 記 容 器 の 中 心 部 に 位 置 す る 回 転 軸 ； 及 び
　 前 記 回 転 軸 に 装 着 さ れ て 回 転 す る １ つ 以 上 の 攪 拌 翼 ； を さ ら に 含 み 、
　 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 の ボ デ ィ が 、 前 記 容 器 内 に 位 置 す る 初 期 ブ ロ ス の 高 さ 以 上 の 高 さ に
位 置 す る よ う に 前 記 回 転 軸 に 装 着 さ れ る 、
　 微 生 物 発 酵 槽 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 微 生 物 発 酵 槽 を 用 い た 微 生 物 の 培 養 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 微 生 物 の 培 養 方 法 を 介 し て 発 酵 目 的 物 を 製 造 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 発 酵 槽 に 用 い ら れ る 破 泡 器 と 破 泡 器 を 用 い た 発 酵 槽 に 関 す る も の で 、 よ り 具  
体 的 に は 、 発 酵 槽 で 発 生 す る 泡 を 効 果 的 に 除 去 で き る 破 泡 器 と 発 酵 槽 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 酵 目 的 物 の 収 得 の た め に 微 生 物 の 生 化 学 的 反 応 及 び 発 酵 過 程 を 用 い る 場 合 、 投 入 酸 素  
、 微 生 物 の 発 酵 に よ っ て 発 生 す る 二 酸 化 炭 素 な ど で 発 酵 培 地 の 中 で 泡 （ f o a m ） が 形 成 さ れ  
る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 発 酵 過 程 中 に 泡 が 過 剰 発 生 す る と 、 発 酵 過 程 へ の 悪 影 響 と 生 産 性 の 低 下 の 問 題 が 発 生 す  
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 発 酵 槽 内 の 泡 の 生 成 を 抑 制 す る た め の 消 泡 剤 を 投 与 し  
て も よ い が 、 消 泡 剤 を 過 剰 投 入 す る 場 合 、 製 品 の 品 質 に 問 題 を 引 き 起 こ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 消 泡 剤 の 過 剰 投 与 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 発 酵 槽 の 内 部 に 機 械 式 破 泡 器 を 設 置 し て  
迅 速 に 泡 を 除 去 す る 方 法 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 破 泡 器 の 中 で 、 デ ィ ス ク 破 泡 器 は 発 酵 槽 内 部 の 攪 拌 装 置 （ a g i t a t o r ） の 軸 に 設 置  
し 、 軸 の 回 転 を 介 し て 発 生 し た 遠 心 力 を 利 用 し て 周 辺 の 泡 を 除 去 す る 形 態 で あ り 、 破 泡 器  
の 形 態 に 応 じ て そ の 効 果 が 異 な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ の 場 合 、 発 酵 槽 に 利 用 可 能 な デ ィ ス ク 破 泡 器 を 開 示 し て い る が 、 有 効 破 泡 の  
面 積 が 小 さ く 破 泡 効 率 が 低 く 、 ブ ロ ス （ B r o t h ） の 泡 が 破 泡 器 の 高 さ よ り 高 い 場 合 、 破 泡  
能 力 が 著 し く 低 下 す る と い う 欠 点 が あ り 、 重 量 が 重 く 構 造 が 非 常 に 複 雑 で 、 汚 染 の 発 生 及  
び 破 損 の 懸 念 で 大 型 発 酵 槽 で の 使 用 に は 適 合 し な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 文 献 】 米 国 特 許 第 ６ ６ ７ ３ ５ ９ ９ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 出 願 の 一 つ の 目 的 は 、 中 央 部 に 第 １ 中 空 １ １ ０ を 有 し 、 デ ィ ス ク （ d i s k ） 形 状 で あ る  
ボ デ ィ １ ０ ０ ； 前 記 第 １ 中 空 １ １ ０ と 連 通 す る 第 ２ 中 空 ２ １ ０ を 有 し 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０  
の 上 面 １ ２ ０ と 下 面 １ ３ ０ か ら そ れ ぞ れ 延 長 形 成 さ れ た 支 持 台 ２ ０ ０ ； 及 び 前 記 ボ デ ィ １  
０ ０ の 下 面 １ ３ ０ に 装 着 さ れ る 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ v a n e ） ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４  
０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ ； を 含 む 、 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 出 願 の 別 の 目 的 は 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 含 む 微 生 物 発 酵 槽 で あ っ て 、 発 酵 の 対 象 物  
質 が 収 容 さ れ る 容 器 、 前 記 容 器 の 中 心 部 に 位 置 す る 回 転 軸 及 び 前 記 回 転 軸 に 装 着 さ れ て 回  
転 す る １ つ 以 上 の 攪 拌 翼 を さ ら に 含 み 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 は 、 前 記 １ つ 以 上 の 撹 拌 翼 よ  
り 上 側 に 位 置 す る よ う に 前 記 回 転 軸 に 装 着 さ れ る 、 微 生 物 発 酵 槽 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 出 願 の ま た 別 の 目 的 は 、 前 記 微 生 物 発 酵 槽 を 用 い た 微 生 物 の 培 養 方 法 を 提 供 す る こ と  
に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 出 願 の ま た 別 の 目 的 は 、 前 記 微 生 物 の 培 養 方 法 を 介 し て 発 酵 目 的 物 を 製 造 す る 方 法 を  
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め の 本 出 願 の 一 様 態 は 、 中 央 部 に 第 １ 中 空 １ １ ０ を 有 し  
、 デ ィ ス ク （ d i s k ） 形 状 で あ る ボ デ ィ １ ０ ０ 、 前 記 第 １ 中 空 １ １ ０ と 連 通 す る 第 ２ 中 空 ２  
１ ０ を 有 し 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ と 下 面 １ ３ ０ か ら そ れ ぞ れ 延 長 形 成 さ れ た 支  
持 台 ２ ０ ０ 及 び 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 下 面 １ ３ ０ に 装 着 さ れ る 複 数 の 第 １ ベ ー ン （ v a n e ） ３  
１ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ を 含 む 、 発 酵 槽 用 破 泡  
器 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 出 願 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、  
３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 前 記 支 持 台 ２ ０ ０ か ら 一 定 間 隔 に 離 隔 さ れ て 前 記 ボ  
デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ て も よ い 。 前 記 の 構 造 を 介 し て 泡 の 急 激 な 増 加 時 の 泡 を 外 部 に 排 出  
さ せ る こ と が で き 、 ブ ロ ス （ B r o t h 、 培 養 液 、 ｂ ） の 流 動 を 安 定 化 す る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 出 願 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、  
３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ の い ず れ か の 第 １ ベ ー ン は 、 隣 接 し た 他 の 第 １ ベ ー ン と  
等 間 隔 に 離 隔 さ れ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ て も よ い 。 前 記 の 構 造 を 介 し て 泡 を 除 去  
す る 破 泡 の 流 れ を 一 定 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３  
８ ０ は 、 ８ つ で あ っ て も よ い 。 し か し 、 ８ つ に 限 定 さ れ ず 、 他 の 個 数 を 有 す る こ と も い く  
ら で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 出 願 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、  
３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 径 方 向 に 形 成 さ れ 、 前 記 ボ デ ィ  
１ ０ ０ と 垂 直 な 曲 率 で あ る 第 １ 曲 率 を 有 し 、 一 定 の 高 さ を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 上 段 部  
と 、 上 段 部 と 連 結 さ れ 第 １ 曲 率 と 異 な る 第 ２ 曲 率 を 有 し て 、 延 長 さ れ る 下 段 部 を 含 ん で も  
よ い 。 こ こ で 、 ボ デ ィ １ ０ ０ と 垂 直 な 第 １ 曲 率 は ボ デ ィ １ ０ ０ と ９ ０ 度 を な す 曲 率 で あ っ  
て も よ い が 、 ９ ０ 度 に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 し な け れ ば な ら な い 。 前 記 の 構 造 を 介 し て  
ボ デ ィ １ ０ ０ に 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３  
７ ０ 、 ３ ８ ０ を ボ デ ィ １ ０ ０ に 溶 接 付 着 時 に 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３  
３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ の 内 側 ま で 溶 接 が 可 能 で あ る た め 、 全 周  
囲 の 全 溶 接 が 可 能 で 、 強 度 の 向 上 及 び 気 密 構 造 の 形 成 で ブ ロ ス （ ｂ ） 浸 漬 、 残 存 に よ る 発  
生 汚 染 の 余 地 を 最 小 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 曲 面 構 造 の 下 段 部 を 含 む 前 記 複 数 の 第 １  
ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ の 形 状 に よ り  
、 ブ ロ ス （ ｂ ） と 接 触 さ れ る 面 積 が 増 加 し て 泡 の 除 去 効 率 が 向 上 さ れ う る 。 下 段 部 に 曲 面  
が 形 成 さ れ て 均 一 量 の ブ ロ ス 泡 だ け を 分 割 吸 引 す る こ と に よ り 、 回 転 の 安 定 性 及 び 均 一 破  
泡 が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 泡 （ ｆ ） の 除 去 効 率 が 向 上 さ れ る 。 前 記 下 段 部 の 長 さ は 、  
前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 径 方 向 に 行 く ほ ど 長 く 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 出 願 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、  
３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 中 心 部 を 回 転 中 心 と し た 放 射 状  
方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 （ α ） だ け 偏 心 さ れ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 し て も よ い 。 前 記  
第 １ ベ ー ン の 偏 心 さ れ る 方 向 は 破 泡 器 の 回 転 方 向 に 形 成 し て も よ く 、 前 記 所 定 の 角 度 （ α  
） は 、 １ ０ ～ ４ ５ 度 、 具 体 的 に は 、 １ ３ ～ ２ ０ 度 に 形 成 し て も よ い 。 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー  
ン を 所 定 の 角 度 （ α ） だ け 偏 心 さ せ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ に 取 付 け る こ と に よ り 、 泡 の 破 泡  
時 に 発 生 す る 接 触 部 で の 流 体 抵 抗 力 が 遠 心 力 に よ っ て 外 側 に 誘 導 さ れ る よ う に 所 定 の 角 度  
（ α ） を 形 成 す る よ う に し て 、 流 動 流 れ の 安 定 化 及 び 泡 の 破 泡 抵 抗 を 最 小 限 に す る こ と が  
で き る 。 前 記 構 造 を 介 し て 、 破 泡 器 の 未 稼 動 時 の ブ ロ ス （ ｂ ） 渋 滞 に よ る ブ ロ ス （ ｂ ） 浸  
漬 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 出 願 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ に 装 着 さ れ る 複 数 の 第 ２ ベ  
ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ を さ ら に 含 ん で も よ い 。 前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン は 、  
前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン に 比 べ て 同 じ か 少 な い 個 数 で 形 成 し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 第 ２ ベ  
ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ は 、 ４ つ で あ っ て も よ い 。 し か し 、 ４ つ に 限 定 さ れ  
ず 、 他 の 個 数 を 有 す る こ と も い く ら で も 可 能 で あ る 。 前 記 第 ２ ベ ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４  
３ ０ 、 ４ ４ ０ は 、 ボ デ ィ １ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ に 装 着 さ れ る た め 、 泡 （ ｆ ） が 急 激 に 増 加 し  
て 高 さ が 高 く な っ て も 、 第 ２ ベ ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ の 回 転 で 泡 （ ｆ ） を  
効 果 的 に 除 去 し う る 。 ま た 、 破 泡 器 １ ０ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ と 下 面 １ ３ ０ の 両 方 に ベ ー ン が  
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取 付 さ れ る た め 、 回 転 す る こ と に よ り 泡 （ ｆ ） を 直 接 破 泡 （ １ 次 破 泡 ） す る 面 積 を 向 上 さ  
せ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 従 来 の 破 泡 器 に 比 べ て 構 造 が 簡 単 で 製 作 が 容 易 で あ り 、 重 量 も 軽 量 化 さ せ た と い  
う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン を 第 １ ベ ー ン に 比 べ て 同 じ か 少 な い 個 数 で 形 成 す る こ と は 、 破 泡  
器 上 部 の 泡 の 密 度 は 相 対 的 に 下 部 よ り 低 密 度 な の で 、 上 部 の 泡 の 処 理 負 荷 が 下 部 に 比 べ て  
少 な い こ と を 考 慮 し た 設 計 で 、 こ れ に よ り 、 少 量 及 び 軽 量 化 の 設 計 が 可 能 で あ る 。 ま た 、  
前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン は 、 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン の い ず れ か と 同 じ 位 置 に 形 成 し て も よ く  
、 同 じ 位 置 に 形 成 す る こ と に よ り 破 泡 器 の 重 心 を 一 定 に し て 、 安 定 的 な 回 転 を す る 効 果 を  
付 与 し て も よ い 。 ま た 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ に ま で 前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン ４ １  
０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ が 装 着 さ れ る た め 、 破 泡 器 が ブ ロ ス （ ｂ ） に 浸 っ て い て も 泡  
を 効 果 的 に 除 去 し う る 。 前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン も 前 記 複 数 の 第 １ ベ ー ン と 同 様 の 構 造 を 有  
し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 前 記 支 持 台 ２ ０ ０ か ら 一 定 間 隔 に 離 隔 さ れ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０  
に 装 着 さ れ て も よ く 、 前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン の い ず れ か の 第 ２ ベ ー ン は 、 隣 接 し た 他 の 第  
２ ベ ー ン と 等 間 隔 に 離 間 さ れ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ て も よ く 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０  
の 径 方 向 に 形 成 さ れ 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ と 垂 直 な 曲 率 で あ る 第 １ 曲 率 を 有 し て 一 定 の 高 さ  
を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 上 段 部 と 、 上 段 部 と 連 結 さ れ 、 第 １ 曲 率 と 異 な る 第 ２ 曲 率 を 有  
し て 延 長 さ れ る 下 段 部 を 含 ん で も よ く 、 ボ デ ィ １ ０ ０ の 中 心 部 を 回 転 中 心 と し た 放 射 状 方  
向 に 対 し て 所 定 の 角 度 （ α ） だ け 偏 心 さ れ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ て も よ い 。 こ こ  
で 、 ボ デ ィ １ ０ ０ と 垂 直 な 第 １ 曲 率 は 、 ボ デ ィ １ ０ ０ と ９ ０ 度 を な す 曲 率 で あ っ て も よ い  
が 、 ９ ０ 度 に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 し な け れ ば な ら な い 。 前 記 第 ２ ベ ー ン の 曲 が る 方 向  
は 、 破 泡 器 の 回 転 方 向 に 形 成 し て も よ く 、 前 記 所 定 の 角 度 （ α ） は 、 １ ０ ～ ４ ５ 度 、 具 体  
的 に は 、 １ ３ ～ ２ ０ 度 に 形 成 し て も よ い 。 前 記 複 数 の 第 ２ ベ ー ン を 所 定 の 角 度 （ α ） に 偏  
心 さ せ て 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ に 取 付 け る こ と に よ り 、 泡 の 破 泡 時 に 発 生 す る 接 触 部 で の 流 体  
抵 抗 力 が 遠 心 力 に よ っ て 外 側 に 誘 導 さ れ る よ う に 所 定 の 角 度 （ α ） を 形 成 す る こ と に よ り  
、 流 動 流 れ の 安 定 化 及 び 泡 の 破 泡 抵 抗 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。 前 記 構 造 を 介 し て 、  
破 泡 器 の 未 稼 動 時 の ブ ロ ス （ ｂ ） 渋 滞 に よ る ブ ロ ス （ ｂ ） 浸 漬 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 出 願 の 一 実 施 例 に よ る と 、 前 記 ボ デ ィ １ ０ ０ は 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 分 離 結 合 可 能  
に す る 分 離 結 合 部 を さ ら に 含 ん で も よ く 、 前 記 分 離 結 合 部 は 、 前 記 ボ デ ィ の 径 方 向 に 形 成  
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 出 願 の 一 様 態 は 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 含 む 微 生 物 発 酵 槽 で あ っ て 、 発 酵 の 対  
象 物 質 が 収 容 さ れ る 容 器 、 前 記 容 器 の 中 心 部 に 位 置 す る 回 転 軸 （ S h a f t ） 及 び 前 記 回 転 軸  
に 装 着 さ れ て 回 転 す る １ つ 以 上 の 攪 拌 翼 を さ ら に 含 み 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 は 、 前 記 発 酵  
槽 用 破 泡 器 の ボ デ ィ を 初 期 ブ ロ ス の 高 さ よ り 同 一 ま た は 上 側 に 位 置 す る よ う に 前 記 回 転 軸  
に 装 着 さ れ る 、 微 生 物 発 酵 槽 に 提 供 さ れ る 。 容 器 は 、 発 酵 の 対 象 物 質 を 収 容 す る 部 分 で あ  
り 、 発 酵 の 対 象 物 質 を 収 容 で き る 形 態 で あ れ ば 形 状 に 拘 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ は 、 前 記 発 酵 槽 用 破 泡 器 の ボ デ ィ を 初 期 ブ ロ ス の 高 さ よ り 同 一  
ま た は 上 側 に 位 置 す る よ う に 回 転 軸 に 装 着 さ れ る 。 泡 （ ｆ ） は 、 液 状 ブ ロ ス （ ｂ ） の 上 部  
に 浮 遊 す る た め 、 攪 拌 翼 よ り 上 側 に 位 置 す る よ う に 装 着 さ れ る も の で あ る 。 本 出 願 の 実 施  
例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ は 、 発 酵 過 程 に 悪 影 響 を 与 え う る 泡 （ ｆ ） を 効 果 的 に 除  
去 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 出 願 の 一 様 態 は 、 前 記 微 生 物 発 酵 槽 を 用 い た 微 生 物 の 培 養 方 法 を 提 供 す る 。 前  
記 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ が 発 酵 過 程 で 生 成 さ れ る 泡 （ ｆ ） を 効 果 的 に 除 去 す る た め 、 発  
酵 ブ ロ ス （ ｂ ） 内 の 微 生 物 は ブ ロ ス （ ｂ ） 内 の 成 分 を 完 全 に 利 用 す る こ と が で き 、 ブ ロ ス  
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（ ｂ ） 上 部 に 泡 が な い 部 分 （ A i r  Z o n e ） の 増 大 に よ る 空 気 中 の 酸 素 も 供 給 さ れ う る た め 、  
微 生 物 の 培 養 効 率 が 向 上 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 出 願 の 一 様 態 は 、 前 記 微 生 物 の 培 養 方 法 を 介 し て 発 酵 目 的 物 を 製 造 す る 方 法 を  
提 供 す る 。 前 記 微 生 物 の 培 養 方 法 に よ る と 、 微 生 物 の 培 養 効 率 が 向 上 さ れ 、 こ れ に よ り 、  
微 生 物 の 活 動 も 活 発 に な る た め 、 微 生 物 の 発 酵 を 用 い た 酒 類 （ 例 と し て 、 ビ ー ル 、 清 酒 、  
ワ イ ン 、 焼 酎 、 ウ イ ス キ ー な ど ） 、 食 品 （ 発 酵 乳 製 品 な ど ） な ど の 発 酵 目 的 物 も 優 れ た 品  
質 で 製 造 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 出 願 に よ る と 、 破 泡 器 の 上 面 と 下 面 の 両 方 に ベ ー ン が 装 着 さ れ る た め 、 破 泡 面 積 の 増  
加 及 び 軽 量 化 の 実 現 、 ベ ー ン に 傾 斜 角 付 与 を 介 し た 動 力 負 荷 の 低 下 、 支 持 台 と の 離 隔 設 置  
の 構 造 設 計 を 介 し た 流 動 安 定 性 、 ２ 次 破 泡 力 の 強 化 及 び ベ ー ン の 幅 方 向 の 曲 面 設 計 の 採 用  
に よ り 均 一 破 泡 及 び 汚 染 防 止 の 構 造 が 実 現 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 微 生 物 発 酵 槽 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 微 生 物 発 酵 槽 に 装 着 さ れ る 発 酵 槽 用 破 泡 器 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ３ は 、 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ４ は 、 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ５ は 、 側 面 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 従 来 の Ｄ Ｆ Ｂ 破 泡 器 の 実 際 の 姿 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 の 実 際 の 姿 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ 及 び 図 ７ の 破 泡 器 を 用 い て 泡 の 除 去 効 率 を 測 定 し た 実 験 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 実 験 結 果 を 示 し た 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ． 発 酵 槽 用 破 泡 器
　 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 、 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ を 具 体 的 に  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ ～ 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ は 、 ボ デ ィ １  
０ ０ 、 支 持 台 ２ ０ ０ 、 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６  
０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ 及 び 複 数 の 第 ２ ベ ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ボ デ ィ １ ０ ０ は 、 デ ィ ス ク （ d i s k ） 形 状 で 具 備 さ れ 、 ボ デ ィ １ ０ ０ の 中 央 部 に は 第 １ 中  
空 １ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 中 空 １ １ ０ は 、 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ が 後 述 す る 発 酵 槽 ２  
０ ０ ０ の 回 転 軸 に 装 着 さ れ る よ う に す る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 支 持 台 ２ ０ ０ は 、 ボ デ ィ １ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ と 下 面 １ ３ ０ か ら そ れ ぞ れ 延 長 形 成 さ れ る  
部 分 で あ る 。 支 持 台 ２ ０ ０ の 中 央 部 に は 、 第 １ 中 空 １ １ ０ と 連 通 す る 第 ２ 中 空 ２ １ ０ が 形  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 発  
酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ の 回 転 時 に 共 に 回 転 し て 発 酵 過 程 に よ っ て 生 成 さ れ た 泡 （ ｆ ） を 除  
去 す る 部 分 で あ る 。 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ が 設 置 さ れ る 発 酵 槽 ２ ０ ０ ０ の 内 部 に は ブ ロ  
ス （ ｂ ） が 収 容 さ れ る が 、 微 生 物 の 発 酵 に よ っ て 泡 （ ｆ ） が 形 成 さ れ る 。 発 酵 槽 用 破 泡 器  
１ ０ ０ ０ が 回 転 す る と 、 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、  
３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 一 定 量 の 泡 （ ｆ ） を ベ ー ン の 回 転 体 積 だ け 取 り 除 き （ １ 次 破 泡 ） 、 取 り  
除 い た 半 液 状 の ブ ロ ス （ ｂ ） を 回 転 の 遠 心 力 に よ っ て 破 泡 器 外 部 に 投 擲 す る と 発 酵 槽 ２ ０  
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０ ０ の 内 部 と 破 泡 器 １ ０ ０ ０ の 直 径 の 間 で 浮 上 さ れ る 周 辺 の 泡 （ ｆ ） を ２ 次 的 に 均 一 破 泡  
す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 ボ  
デ ィ １ ０ ０ の 下 面 １ ３ ０ に 装 着 さ れ る 。 こ の と き 、 複 数 の 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３  
３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ の い ず れ か の 第 １ ベ ー ン は 、 隣 接 し た 他  
の い ず れ か の 第 １ ベ ー ン と 等 間 隔 に 離 間 さ れ て ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、  
泡 （ ｆ ） を 一 定 量 に 分 割 吸 引 し て 除 去 す る 破 泡 の 流 れ を 均 一 に 発 生 さ せ て 、 泡 （ ｆ ） を 除  
去 す る ブ ロ ス の 泡 を 一 定 量 だ け 吸 引 し て 半 液 状 で 外 部 に 排 出 す る こ と に な る 。 こ の と き 、  
遠 心 力 に よ っ て 周 辺 に 浮 上 さ れ る 泡 （ ｆ ） を ２ 次 破 泡 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 支  
持 台 ２ ０ ０ か ら 一 定 間 隔 に 離 隔 さ れ て ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す  
よ う に 、 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０  
と 支 持 台 ２ ０ ０ と の 間 に は 一 定 の 空 間 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 ボ  
デ ィ １ ０ ０ の 径 方 向 に 形 成 さ れ 、 ボ デ ィ １ ０ ０ と 垂 直 な 曲 率 で あ る 第 １ 曲 率 を 有 し 、 一 定  
の 高 さ を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 上 段 部 と 、 上 段 部 と 連 結 さ れ 、 第 １ 曲 率 と 異 な る 第 ２ 曲  
率 を 有 し て 延 長 さ れ る 下 段 部 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ は 、 ボ  
デ ィ １ ０ ０ の 中 心 部 か ら 第 １ ベ ー ン ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、  
３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ の 内 側 面 の 外 側 末 端 を 連 結 す る 仮 想 の 線 に 対 し て １ ５ 度 に 離 隔 さ れ る よ う  
に ボ デ ィ １ ０ ０ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ ベ ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ は 、 第 １ ベ ー ン と 同 様 に 発 酵 槽 用 破 泡 器 １  
０ ０ ０ の 回 転 時 に 回 転 し て 発 酵 過 程 に よ っ て 生 成 さ れ た 泡 （ ｆ ） を 除 去 す る 部 分 で あ る 。  
第 ２ ベ ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ は 、 ボ デ ィ １ ０ ０ の 上 面 １ ２ ０ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ ベ ー ン ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ の 構 造 は 、 第 １ ベ ー ン と 同 様 で あ る 。 第 １  
ベ ー ン の 構 造 に つ い て は 、 前 述 し た の で 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
２ ． 発 酵 槽 用 破 泡 器 を 含 む 微 生 物 発 酵 槽
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 微 生 物 発 酵 槽 ２ ０ ０ ０ に つ い て 、 よ り 具 体 的 に  
説 明 す る 。 図 １ は 、 微 生 物 発 酵 槽 ２ ０ ０ ０ を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 微 生 物 発 酵 槽 ２ ０ ０ ０ は 、 容 器 、 回 転 軸 、 １ つ 以 上 の 攪 拌 翼 、 そ  
し て 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 回 転 軸 （ S h a f t ） は 、 容 器 の 中 心 部 に 位 置 す る 。 後 述 す る 攪 拌 翼 と 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０  
０ ０ が 装 着 さ れ る 位 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 攪 拌 翼 は 、 回 転 軸 に 装 着 さ れ る 部 分 で あ る 。 各 攪 拌 翼 は 、 一 定 の 面 積 を 有 す る １ つ 以 上  
の 翼 を 有 し 、 回 転 に よ っ て 容 器 内 に 収 容 さ れ た 発 酵 の 対 象 物 質 を か き 混 ぜ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
３ ． 検 証 実 験
　 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ の 優 秀 性 を 検 証 す る た め に 、 既 存 製 品 で  
あ る Ｄ Ｆ Ｂ （ D i s c  F o a m  B r e a k e r ） 破 泡 器 と 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０  
０ を 用 い て 実 験 を 行 っ た 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 既 存 製 品 で あ る Ｄ Ｆ Ｂ （ D i s c  F o a m  B r e a k e r ） 破 泡 器 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 面 に は  
ベ ー ン が 形 成 さ れ ず 、 下 面 だ け に ４ つ の ベ ー ン が 形 成 さ れ て い る 製 品 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ は 、 図 ７ に 示 さ れ た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｄ Ｆ Ｂ 破 泡 器 と 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ を ３ ０ Ｌ 容 量 の 発 酵 槽 そ  
れ ぞ れ の 同 一 位 置 に 設 置 し 、 リ ジ ン 生 産 菌 株 の ブ ロ ス （ B r o t h ） １ ５ Ｌ を 投 入 し て 一 定 時  
間 の 経 過 と と も に 培 地 ０ ． ５ Ｌ を 追 加 し な が ら 泡 の 除 去 効 果 を 観 察 し た 。 初 期 の ブ ロ ス （  
B r o t h ） に は 同 量 の 消 泡 剤 が 添 加 さ れ 、 追 加 さ れ た ブ ロ ス （ B r o t h ） は 消 泡 剤 の 添 加 な し  
に 微 生 物 の 生 長 の た め の 糖 類 を 添 加 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｆ Ｂ 破 泡 器 は 計 １ ． ５ Ｌ の 培 地 を 追 加 で 投 与 し た ２ ０ 分 後 か ら 破  
泡 器 が 浸 か り 始 め 、 ２ ５ 分 後 か ら は 発 酵 槽 よ り 泡 が 溢 れ る オ ー バ ー フ ロ ー （ o v e r f l o w ） 現  
象 の た め 、 工 程 を さ ら に 進 行 で き な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ は 、 計 ４ ． ０ Ｌ の 培 地 を 追 加 で 投  
与 し た ３ ５ 分 後 か ら 浸 か り 始 め た が 、 発 酵 槽 よ り 溢 れ る ほ ど の オ ー バ ー フ ロ ー （ o v e r f l o w  
） の 現 象 は 、 計 ４ ． ０ Ｌ の 培 地 を 追 加 で 投 与 し て も 起 こ ら な い こ と を 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 出 願 の 実 施 例 に 係 る 発 酵 槽 用 破 泡 器 １ ０ ０ ０ の 検 証 実 験 の 結 果 、 図 ９ に 示 す よ う に 、  
既 存 の Ｄ Ｆ Ｂ 破 泡 器 に 比 べ て オ ー バ ー フ ロ ー （ o v e r f l o w ） 時 間 の 遅 延 効 果 が ２ 倍 以 上 優 れ  
る こ と を 確 認 で き た し 、 ブ ロ ス （ B r o t h ） の 収 容 量 （ c a p a c i t y ） も １ ５ ％ 以 上 上 昇 す る 効  
果 を 確 認 で き 、 消 泡 剤 も ２ ０ ％ 削 減 で き る こ と を 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 、 本 明 細 書 に は 、 本 出 願 を 当 業 者 が 容 易 に 理 解 し て 再 現 で き る よ う に 図 面 に 示 し た  
実 施 例 を 参 考 に 説 明 さ れ た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に 過 ぎ ず 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 出 願 の  
実 施 例 か ら 様 々 な 変 形 及 び 均 等 な 他 の 実 施 例 が 可 能 で あ る と い う 点 を 理 解 す る だ ろ う 。 し  
た が っ て 、 本 出 願 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ な け れ ば な ら な い だ ろ  
う 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ ０ ０ ： ボ デ ィ
　 １ １ ０ ： 第 １ 中 空
　 １ ２ ０ ： 上 面
　 １ ３ ０ ： 下 面
　 ２ ０ ０ ： 支 持 台
　 ２ １ ０ ： 第 ２ 中 空
　 ３ １ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ７ ０ 、 ３ ８ ０ ： 第 １ ベ ー ン
　 ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ４ ４ ０ ： 第 ２ ベ ー ン
　 １ ０ ０ ０ ： 発 酵 槽 用 破 泡 器
　 ２ ０ ０ ０ ： 微 生 物 発 酵 槽
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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